
テキスタイルデザイン演習Ⅱ　評価ルーブリック

評価項目 Ｓ・Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

モチーフを図案
化し、リピート
展開することが
できる。（C-
2）

自ら積極的に制
作に取り組む中
で、モチーフの
図案化、リピー
ト展開すること
ができる。

指導教員の指導
のもと、モチー
フの図案化、リ
ピート展開する
ことができる。

指導教員の手厚
い指導のもと、
モチーフの図案
化、リピート展
開することがで
きる。

モチーフを図案
化し、リピート
展開することが
できない。

シルクスクリー
ン技法を用いて
、３m以上の布
にプリントデザ
インを実践する
ことができる。
（D）

シルクスクリー
ン技法を効果的
に用いて、３m
以上の布にプリ
ントデザインを
実践することが
できる。

指導教員の指導
のもと、シルク
スクリーン技法
用いて、３m以
上の布にプリン
トデザインを実
践することがで
きる。

指導教員の手厚
い指導のもと、
シルクスクリー
ン技法用いて、
３m以上の布に
プリントデザイ
ンを実践するこ
とができる。

シルクスクリー
ン技法用いて、
３m以上の布に
プリントデザイ
ンを実践するこ
とができない。

制作したプリン
ト作品の使用さ
れる空間を想定
し、画像を用い
て設置例を示す
ことができる。
（D）

制作したプリン
ト作品の使用さ
れる空間を想定
し、画像を用い
て設置例を示し
た具体的な提案
をすることがで
きる。

指導教員の指導
のもと、制作し
たプリント作品
の使用される空
間を想定し、画
像を用いて設置
例を示すことが
できる。

指導教員の手厚
い指導のもと、
制作したプリン
ト作品の使用さ
れる空間を想定
し、画像を用い
て設置例を示す
ことができる。

制作したプリン
ト作品の使用さ
れる空間を想定
し、画像を用い
て設置例を示す
ことができない
。


